
品質基本方針
ヤクルトグループでは、「企業理念」を実現していくために、品質と安全性に関する基本的な考え

方や推進体制等を「品質基本方針」に定め、グループ一体となって品質保証に取り組んでいます。

品質に関する認証取得状況
本社工場、ボトリング会社、販売会社、海外グループ会社において、HACCP、ISO 9001、FSSC 

22000、SQF等の取得を推進しています。台湾ヤクルト中壢工場では、SQFの最高認証である
LEVEL-3を取得しています。

広州ヤクルトの佛山工場が2021年2月にHACCPの認証および2021年3月にISO 9001の認
証を取得しました。

ヤクルトグループ品質基本方針
ヤクルトグループは、真心をこめた「安全・安心」な商品・サービスの提供をとおして、世界の人々の健康で
楽しい生活づくりに貢献します。
ヤクルトグループ品質基本方針には以下の項目について記載しています。
1. 適用範囲
2. 法令および国際規範の遵守
3. 推進体制
4. ステークホルダーとの対話

策定：2021年3月30日

品質マネジメントの推進 
■ 品質マネジメント体制

主な原材料（原料および包装資材）として使用している脱脂粉乳、紙、プラスチック等の選定にあ
たっては、製品設計の段階において、原材料製造過程で使用する素材原料、添加物、加工助剤の
種類を調査・分析し、食品衛生法および関連法規への準拠を確認して十分に安全性を確認したう
えで採用を決定しています。調査内容は原材料データベースにて一元管理しています。

また、原材料の品質基準は規格書で厳しく取り決めており、国内外のどの工場でも使用前に、原
材料メーカーの検査成績書の確認と受け入れ時の検査を行い、規格書の基準に合格したものだけ
を使用しています。

さらに、サプライヤーとのコミュニケーションを重視し、原産国や製造工程・工場を調査し、衛生状
態や検査体制、品質管理体制を確認し指導しています。 

▪�HACCP（Hazard Analysis and Critical Control Point）：製造工程全体の衛生管理を徹底することで品質を保証するシステム
▪ISO 9001：品質マネジメントシステムの国際規格
▪ISO 22000：HACCPの衛生管理手法をもとにした食品安全マネジメントシステムの国際規格
▪FSSC 22000：ISO 22000をもとにフードディフェンス等を盛り込んだ食品安全マネジメントシステムの国際規格
▪GMP（Good Manufacturing Practice）：医薬品・食品等の製造管理・品質管理の国際規範

＊ 台湾ではGMPに準ずるものとして台湾国内の認証制度TQFを取得
▪Halal：イスラム法に則った食品の品質マネジメントシステムの規格
▪ISO 45001：労働安全衛生マネジメントシステムの国際規格
▪SQF（Safe Quality Food）：食品の安全と品質を確保するためのマネジメントシステムの国際規格

※1 �日本では2018年に「食品衛生法等の一部を改正する法律」によりHACCPに沿った衛生管理の制度化が施行されま
した。これに伴い、本社乳製品工場、ボトリング会社全11工場および生産管理部を含む生産本部としてISO 22000
を認証取得しました。

※2 国内外工場での取得率5.1%
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本社工場、ボトリング会社（乳製品11工場） 11※1

国内販売会社（全101社） 1
海外工場（全28工場） 17 9 8 3 8 9 2※2 2

品質に関する認証取得状況 （取得拠点数：2025年3月時点）

会社別の詳しい認証取得状況』WEB

https://www.yakult.co.jp/company/sustainability/social/product_safety/certification/

ヤクルトグループ品質基本方針は以下URLからご確認ください。
WEB  https://www.yakult.co.jp/company/sustainability/social/product_safety/
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■ 生産
乳酸菌の保健効果に関する科学的エビデンスに基づいた当社独自の製造管理基準のもと、乳

酸菌培養等の固有の製造技術・条件や洗浄殺菌条件等について規定を設けています。
2018年に食品衛生法が改正され「HACCPに沿った衛生管理」が法制化されたことから、従来の

品質マネジメントシステム（ISO 9001）にHACCPや各種フードディフェンスを融合させた独自の品
質管理システムを見直し、ISO 22000に、顧客満足・品質保証の考え方を組み込んだ独自のしくみ
を運用し、高い水準で品質管理を行っています。これには、社員一人ひとりの製品の品質に対する意
識・知識・技術が重要となることから、本社乳製品工場・子会社のボトリング会社では生産および品
質管理に必要な能力を明確化し、計画的な教育、訓練、評価を行い定期的に見直しています。また、
国内においては、さまざまな検査装置を開発・設置し、連続監視による全数検査を可能にしています。

国内における放射性物質に関する食品の安全性については、すべての製品について、放射性物
質検査を実施するとともに、福島工場ではモニタリングポストによる連続モニタリングを実施する
等、国内トップクラスの厳格な安全性確認を行っています。

海外においても、社内基準をベースに、各国・地域の法令、文化に適合させながら徹底した品質
管理を行い、一部事業所では、ハラル認証を取得しています。

なお、商品事故が発生した場合は、危機管理規程に基づき「商品回収対策本部」を設置し、速や
かに商品回収を実施するための体制を整えています。

■ 物流
ヤクルトグループの物流を担当するヤクルトロジスティクスでは、物流品質の基本として、「商品

をできあがりそのままの品質でお届けすること」を目指しています。 
複数の委託先を対象に毎年開催している「物流品質勉強会」を、2024年度についても協力会社

へ出向く個別勉強会の形式で全24回開催し、10社222人が参加、ウェブサイト集合型研修の
形式で82社150人が参加しました。当社の製品特性を踏まえた商品の積み方・扱い方等を現場
担当者に直接伝えることで理解がより深まりました。

■ 販売
販売会社においても品質管理体制を構築し、食品衛生法の「HACCPに沿った衛生管理」を遵守

するために、衛生管理計画に定められた作業と記録を商品の温度管理や日付管理および設備・
資材の衛生管理等の観点で実施しています。これらが適正に行われていることを確認するため、
販売会社では「内部監査」を実施しています。さらに生産工場において品質管理の業務経験がある
社員が中心となり、販売会社に「食品品質監査」を実施するとともに、品質管理に関する教育・研修
にも取り組んでいます。

■ 医薬品・化粧品における取り組み
マイクロバイオームプラントでは、安全で一定の品質を保った製品を製造するために、医薬品

GMP（医薬品及び医薬部外品の製造管理及び品質管理の基準）ならびに食品衛生法のHACCP
の考え方を取り入れた衛生管理を遵守できる体制を構築し、医薬部外品原料、医薬品および食品
原料の製造に取り組んでいます。

化粧品は、「品質管理業務手順書」「製造販売後安全管理業務手順書」を運用して品質管理を
行っています。自社工場および委託工場では、化粧品GMP（化粧品の製造管理及び品質管理に関
する技術指針）に従い、常に均一で高品質な製品が製造できているか、定期的に監査を実施して、
必要があれば改善指導を行っています。また、自社工場および一部の委託工場では、化粧品GMP
の国際規格であるISO 22716の認証を取得しています。

化粧品に使用する香料は、販売地域の規制を遵守するだけでなく、最新の安全性データの収集
に努めています。また、国際的な香料安全基準である国際香粧品香料協会（IFRA）スタンダードに
準拠した香料を使用して香りを創出しています。

■ トレーサビリティシステムの運用
ヤクルトグループの国内乳製品工場では、原料受け入れから商品出荷までの生産ロットの

ひも付きを追跡することができ、製造過程すべての履歴も追跡、遡
そきゅう

及できるオリジナルのトレーサ
ビリティシステム「TRACシステム」※を運用しています。

※ �TRAC（To provide Real Assurance with Continuously）システム：製造履歴を検索できるシステムで、他
の基幹システムと連携している。

原料

包装資材
入荷

遡及：トレースバック

追跡：トレースフォワード

TRACシステム※／生産管理システム 販売管理システムデータ連携

入庫 出荷 物流 拠点 販売会社工程

製品印字の例：Newヤクルト
製造工場
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■ 物流等における温度管理（フィリピンヤクルト）
フィリピンヤクルトは、2022年10月に温度管理装置を導入し、現在では本店、4つの営業拠点、

首都圏の各センターの冷蔵庫、地方代理店30社の主要冷蔵庫に設置し、適切な温度で商品が管
理されているか、遠隔でもモニタリングが可能な環境を整えています。2024年11月には、マニラ
首都圏直販部門の車両77台に新たに温度管理センサーを含む運行管理システムを導入しました。

積極的な商品情報の開示
■ 商品表示におけるユニバーサルデザインフォントの採用

当社製品（飲料・食品）のパッケージには、高齢者や障がい者を含めた多くの方が判読しやすい
UDフォント（ユニバーサルデザインフォント）を採用しています。

■ アレルギー情報を分かりやすく表示
当社製品（飲料・食品）には、含まれるアレル

ギー物質を法律で定められているとおり原材料
表示に記載していますが、お客さまにより分かり
やすい情報提供として、アレルギー物質28品目

（特定原材料8品目およびそれに準ずるもの20
品目）について、含まれるアレルギー物質名また
は含まない旨を別記しています。

また、当社ウェブサイトにおいても、当社製品
（飲料・食品）に含まれるアレルギー物質（28品
目中）を一覧にして公開しています。

■ 食品安全自主検査による品質管理（中国ヤクルトグループ）
中国ヤクルトグループの各工場（上海※、天津、無錫）では、

「安全・安心」でおいしい製品を消費者に提供するため、食
品安全法の規定に基づき、年2回の食品安全自主検査を
実施しています。
※ 2024年12月6日閉鎖

食品安全自主検査の様子（中国）

アレルギー物質の記載例

商品情報 ▶ 栄養成分・アレルギー表示WEB  
https://www.yakult.co.jp/products/component.html

倫理的で責任ある広告・マーケティングのための取り組み
■ 広告方針の策定
「世界の人々の健康で楽しい生活づくりに貢献する」という理念の実践のために、「変化する

メディア環境への対応」「訴求力の高い広告表現」「法令を遵守した広告活動」に重点を置いた広告
方針を策定しました。

ヤクルトグループ広告方針
ヤクルトグループは「私たちは、生命科学の追究を基盤として、世界の人々の健康で楽しい生活づくりに
貢献します」という理念に基づきグローバルに事業展開しています。
その理念の実現のために、変化するメディア環境に対応した訴求力の高いコミュニケーション施策により

「企業・商品ブランド」と「生活者」のエンゲージメントを高めます。

１．変化するメディア環境への対応
２．訴求力の高い広告表現によるブランド認知度・好意度向上
３．法令を遵守し、SDGsを考慮したコミュニケーション活動の推進

策定：2021年3月30日

さらに、ヤクルトグループ広告方針では「責任ある広告活動のために」として、遵守すべき国際規範の例
を挙げたうえで、遵守を徹底するための詳細な項目を記載しています。

■ 広告制作時の配慮
広告宣伝活動を適正かつ効果的に行うために社内規定が整備されています。広告制作にあ

たっては、「ヤクルト倫理綱領・行動規準」に則って、景品表示法、健康増進法、食品表示法、薬機
法等の関連法令を遵守し、お客さまに誤解を与えたり、まぎらわしい表示にならないようにしてい
ます。これに加え、各種メディアによる外部審査を受ける等したうえで広告宣伝を行っています。そ
の他、社内広告担当者向けに勉強会を定期的に開催し、責任ある広告宣伝活動を実施できるよ
う最新情報の共有や啓発に努めています。

ヤクルトグループ広告方針全文は以下URLからご確認ください。
WEB  https://www.yakult.co.jp/company/sustainability/download/pdf/2022_advertising_policy.pdf
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■ 倫理的で責任ある広告・マーケティングのためのガイドラインおよび社内審査
企業は、公正で責任ある事業活動を行うことが期待されているとヤクルトは認識しており、マーケ

ティングにおいてもそれは同様です。倫理的・責任あるマーケティングを確実に推進していくため、
「広報・広告・販促資材 制作時のポイント」という社内ガイドラインを策定し、資材制作の担当者に
対して研修等を行いながら、周知・徹底を図っています。当ガイドラインは、関連法令、社会動向、
人権に関する国際規範などを踏まえ、資材制作時の注意事項や間違いやすいポイントを項目ごとに
まとめており、年1回以上の頻度で改訂しています。

また、倫理的・責任あるマーケティングのために、国内のテレビ、ラジオ、新聞、雑誌、ウェブ、SNS、
交通広告、チラシ、POP等における情報発信の内容については、当社広報室による校閲・事前審査
を実施しています。

広告制作時と同様に、関連法令や業界自主基準等※を遵守しているか、「ヤクルト倫理綱領・
行動規準」ならびに「ヤクルトグループ広告方針」に則り、事実と異なる内容や科学的根拠のない
情報発信、誹

ひぼう

謗中傷や差別的表現、知識や選択肢が不足している未成年者の状況の利用、お客さま
に誤解を与えるなどのまぎらわしい表示などになっていないかをポイントに審査しています。

2024年度は1,145件の校閲・事前審査を実施、問題発生の未然防止に日々取り組んでいます。
※ �業界自主基準等 

特定保健用食品公正競争規約　https://www.jhnfa.org/tokuho-kyougikai/kiyaku-1.pdf 
「機能性表示食品」適正広告自主基準　

	 https://jaohfa.com/wp/wp-content/uploads/news/
	 「機能性表示食品」適正広告自主基準第3版の公表案内一式_250630.pdf

発酵乳・乳酸菌飲料の表示に関する公正競争規約　https://www.nyusankin.or.jp/know/display2/

お客さまの個人情報の保護
■ 個人情報保護管理基本規程・個人情報保護運用マニュアル

2005年4月に全面施行された「個人情報保護法」に伴い「個人情報保護管理基本規程」を策定
しました。2022年4月の法改正を受けて当該規程を改定し、個人情報を保護するために従業員
が遵守すべき事項を定めています。

あわせて、プライバシーポリシーを改定し、改正法への対応事項（講じている安全管理措置等の
公表事項の追記、保有個人データ開示の電子化等）に加えて、個人情報をより厳格に取り扱うた
めに、保有個人データの利用目的等をより具体的に記載し、個人情報の保護に努めています。

■ 個人情報に関するヤクルトレディへの教育
ヤクルトレディは業務の特性上、お客さまの個人情報を扱う機会が多いため、その取り扱いにつ

いては手引書等を通じてルールを徹底しています。業務上知り得た情報は漏えい・紛失しないよう、
注意喚起しています。

■ GDPRへの対応
2024年末をもってヨーロッパヤクルト中央集約型のCRMを廃止し、2025年以降は各国の

販売会社が自社のCRMを管理する体制へと移行します。これに伴い、GDPR※遵守を確保する
ため、ガイドラインを策定し、2025年には販売会社向けトレーニングを実施予定です。本取り組
みにより、法的要件への対応とともに、顧客との信頼関係構築を目指します。

イギリスヤクルトの消費者インフォメーションセンターにおいても、お客さまの個人情報は保存
せず、問い合わせや苦情の内容のみデータベースに入力するなど、ヨーロッパヤクルトが定める
GDPRガイドラインを遵守しています。
※ �GDPR（General Data Protection Regulation：一般データ保護規則）EU地域内の個人データ保護を規定する法令。

ヤクルトグループ プライバシーポリシー
ヤクルトグループは、お客さまの氏名や生年月日、住所、電話番号、メールアドレスなど、特定の個人を識
別できる情報や免許証番号などの個人識別符号を含む情報（以下「個人情報」といいます）について、関
連する法令、ガイドライン、その他の規範を遵守し、適切に扱います。
ヤクルトグループ　プライバシーポリシーには、以下の項目について記載しています。
	 １．	基本方針・定義
	 ２．	事業者の名称、住所、法人代表者氏名
	 ３．	個人情報の取得方法
	 ４．	利用目的
	 ５．	共同利用
	 ６．	業務の委託
	 ７．	第三者提供
	 ８．	仮名加工情報
	 ９．	開示・訂正・追加・利用停止・削除の請求
	１０．	個人情報の安全管理措置の概要
	１１．	お問い合わせ先

改定：2022年4月
ヤクルトグループ プライバシーポリシー全文は以下URLからご確認ください。

WEB  https://www.yakult.co.jp/privacypolicy/
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従事者教育の実施 
■ ヤクルトレディへの研修

お客さまへのお届けにおけるサービスレベルの均質化を図るため、ヤクルトレディに対して商品
の温度管理や身だしなみ等の基本マナーに関する研修を実施しています。

年4回発行のヤクルトレディ向け情報誌などを活用し、継続的な研修や情報共有を図っています。
2024年度は年3回のマナー強化期間を設けました。あいさつや言葉づかい、身だしなみなどの

マナーや、お客さまや仲間と信頼関係を築くため
の対応のポイントを確認しました。また、ヤクルト
レディがお届けのセルフチェックや、「 安 全・
安心」に関する情報を自主的に学べるウェブサ
イト「あなたのミカタ」を活用し、意識啓発を図り
ました。

センターマネージャーには、化粧品の研修を行
うためのマニュアルを提供しています。また、新人
のヤクルトレディには基礎化粧品を助成し、商品
への理解を深める機会を提供しています。

■ ルート担当者への研修
お客さまに「安全・安心」なオペレーションのもと商品をお届けするために、運転や納品時の事

故防止の取り組みや商品の温度管理、賞味期限等に関する研修を行っています。
また、商品についてお客さまに正しく理解してい

ただくため、商品知識やお伝え方法についての研
修も実施しています。

その他「ビジネスマナー」や「自動販売機メンテナ
ンス方法」等を扱ったeラーニングや、「商品鮮度管
理」等に関するマニュアル・DVD等により、個別に学
習できる環境も整え、随時活用しています。

お届け品質に関する勉強会
（ヤクルト北陸　金沢南サービスセンター）

ルート担当者研修会（水戸ヤクルト販売株式会社）
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